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政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
「
緊
急

事
態
宣
言
」
を
、
全
国
を
対
象
に
５
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
今
度
こ
そ
、
「
自
粛
と
一
体
で
補
償
を
」
の
声
を
大
き
く
し
、
実
現

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
を
打
開
し

曲
面
を
変
え
る
こ
と
と
、
“
安
心
し
て
休
め
る
補
償
”
を
求
め
、
第
２
次
補

正
予
算
案
を
た
だ
ち
に
編
成
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
伊
賀
市
委
員
会
は
、
百
上
市
議
を
先
頭
に
様
々
な
機
関
、
団

体
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談
を
通
し
て
寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
基
づ
き
緊

急
の
「
要
望
書
」
を
５
月
１
日
、
岡
本
伊
賀
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

介
護
現
場
か
ら

●
毎
日
が
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
注
意
を

は
ら
っ
て
の
仕
事
で
す
と
介
護
ス
タ
ッ

フ
の
声
。

●
衛
生
用
品
（
マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー
ル

等
）
を
施
設
へ
優
先
的
に
提
供
を
し
て

ほ
し
い
。
４
月
１
５
日
現
在
で
後
１
ヶ

月
間
も
た
な
い
施
設
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

●
入
所
者
で
感
染
者
が
出
れ
ば
、
施
設

の
空
室
で
診
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
感

染
防
護
用
品
の
提
供
や
感
染
症
の
専
門

家
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
。

●
介
護
職
員
の
業
務
補
償
を
し
て
ほ
し

い
。

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
減
り
、
減

収
で
経
営
が
厳
し
い
の
で
損
失
補
償
を

し
て
ほ
し
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・

家
庭
の
声
か
ら

●
学
校
よ
り
３
密
に
な
る
の
に
、
学
校

を
休
校
し
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
所

す
る
の
は
疑
問
で
す
。

●
感
染
予
防
用
品
（
マ
ス
ク
・
消
毒

液
）
の
支
給
を
し
て
ほ
し
い
。

●
朝
か
ら
の
開
所
に
必
要
な
指
導
員
の

確
保
が
む
ず
か
し
い
。

●
長
期
休
校
に
よ
っ
て
学
力
低
下
が
心

配
で
す
。

●
３
密
を
防
ぐ
た
め
利
用
自
粛
要
請
で

学
童
が
利
用
で
き
ず
祖
父
母
の
負
担
が

増
え
悲
鳴
の
声
が
あ
り
ま
す
。

｢新型コロナウイルス感染症対策に関する要望｣

１、医療・介護・生活・仕事・融資・生活保護・休業協力金・給付金等の相談窓口が、市
民にわかるように周知してください。特に情報弱者といわれる高齢者、障がい者、外
国人などに情報が行き届くような手立てをとってください。

２、感染者が拡大する状況下で、ＰＣＲ検査センターの設置など迅速な検査体制を確立し
てください。

３、新型コロナ感染症にあたる医療機関と一般診療にあたる医療機関にも必要な財政支援
を国に求めてください。

４、医療機関及び介護・保育・放課後児童クラブ・障がい者等の各施設に、医療用マスク
・防護服・手袋・フェイスシールド・消毒液などを優先して調達してください。

５、高齢者や障がい者の入所施設で入所者から感染者がでたときには、施設内で対応する
ことを前提に、市が責任をもって感染症の専門家を派遣し、あらゆる支援措置を講じ
てください。感染者に対応して濃厚接触者になった職員には、医療従事者同様に宿舎
等を確保してください。

６、高齢者・障がい者施設や訪問・通所等サービス事業所に対し、感染症対策の必要経費
及びサービスの中止・縮小に伴う損失等の補償などを国に求めるとともに、市独白に
支援策を講じてください。

７、国民健康保険の資格証明書の人に短期保険証を送付するとともに、国保加入の被用者
・個人事業主・フリーランスに障害手当金を支給できるようにしてください。

８、１０万円の特別定額給付金は、ＤＶ、ストーカー、虐待などから逃れようとしている
人も受け取れるよう、あらゆる手立てをとってください。

９、自粛や休業要請による損失や収入の減少及び解雇・雇止めなどの補償について、現状
を把握し財政調整基金も活用して、市独白の支援策を実施してください。

１０、国内、国外での感染拡大により市内の観光関連業者への影響は甚大です。土産物店
や道の駅の店舗使用料の補助など営業・雇用をも守る市独白の支援策を実施してくだ
さい。

１１、学校がさらに休校延長になりました。
・学力格差が生じないように手立てをこうじてください。
・児童虐待等が危惧される子供たちの把握と適切な対応をしてください。
・コロナ禍による収入激減にも就学援助が利用できることを周知し支給してください。
・貧困家庭等の子どもへの給食を提供してください。
子どもたちの命と健康を最優先しつつ、必要な手立てを講じてください。

以上

商
工
業
者
、
観
光
業
者
か
ら

●
観
光
客
の
激
減
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
で

飲
食
、
交
通
、
旅
行
等
の
事
業
所
が
大

変
厳
し
い
。
家
賃
の
必
要
な
飲
食
業
は

よ
り
厳
し
い
。

●
自
粛
が
長
期
に
な
る
と
製
造
業
も
厳

し
く
な
る
。
廃
業
に
な
ら
な
い
よ
う
存

続
で
き
る
施
策
を
伊
賀
市
に
期
待
す

る
。

●
中
小
・
小
規
模
事
業
所
は
、
先
が
見

え
な
い
か
ら
金
を
借
り
て
も
返
せ
る
か

不
安
で
借
り
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
融

資
で
な
く
休
業
補
償
・
損
失
補
償
を
し

て
ほ
し
い

●
中
国
か
ら
資
材
や
材
料
が
入
っ
て
こ

な
い
の
で
、
建
設
，
瓦
工
事
、
住
宅
建

設
な
ど
の
工
事
が
出
来
な
い
た
め
、
工

賃
が
入
ら
ず
経
営
が
厳
し
い
。

●
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
も
、
観
光
や
娯

楽
に
人
出
が
戻
っ
て
く
る
の
は
ず
っ
と

先
に
な
る
。
自
粛
が
続
く
限
り
観
光
誘

客
も
出
来
な
い
。
市
は
ど
ん
な
支
援
を

し
て
く
れ
る
の
か
期
待
し
て
い
ま
す
。

共産党が市長に緊急対策を要望

寄
せ
ら
れ
た
現
場
の
切
実
な
声
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百上まな議員

コ
ロ
ナ
禍
で
分
か
っ
た

安
全
で
強
い
国
と
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

日
本
中
に
蔓
延
す
る
な
か
で

迎
え
る
憲
法
記
念
日
に
な
り

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
産
業
が
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
、
企
業
の

倒
産
や
中
小
商
店
の
廃
業
も

で
て
い
ま
す
。

医
療
・
福
祉
の
現
場
も
深

刻
」
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
苦
難
あ
る
と
こ
ろ
に

日
本
共
産
党
あ
り｣

を
立
党
の

精
神
と
す
る
日
本
共
産
党
は

全
党
の
力
を
結
集
し
て
、
す

べ
て
の
人
が
充
分
な
補
償
を

受
け
ら
れ
よ
う
に
、
そ
し
て

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
収
束
し
元
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

医
療
・
福
祉
・
教
育
の

し
っ
か
り
し
た
土
台
が
あ
る
国

今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ

っ
て
、
本
当
に
強
い
安
全
な

国
と
い
う
の
は
、
軍
事
力
が

勝
っ
て
い
る
国
で
は
な
く
、

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
国

民
の
生
活
の
土
台
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
国
だ
と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

沖
縄

に
強
大
な
米
軍
新
基
地
を
つ

く
り
、
戦
闘
機
を
爆
買
い
で

多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む
一

方
で
、
病
院
を
減
ら
す
安
倍

政
権
の
や
り
方
は
、
も
う
通

用
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
お

隣
の
韓
国
は
軍
事
費
を
ば
っ

さ
り
削
っ
て
国
民
へ
の
給
付

金
に
ま
わ
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
軍
事
費
は
聖
域

で
手
を
付
け
よ
う
と
し
な
い

か
ら
、
充
分
な
補
償
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
、
日
本
国
憲
法

の
改
悪
を
許
さ
ず
、
憲
法
を

暮
ら
し
に
活
か
す
運
動
を
、

こ
の
伊
賀
市
か
ら
も
っ
と
強

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。(

発
言

憲法記念日５月３日

釜井敏行さんの街頭宣伝

３月議会では、質疑を通して問題点や要望を示し

て、市民目線の公平公正な予算ではないことを指摘

し、一般会計予算に反対しました。国民健康保険特別

会計では、保険税滞納者の保険証取り上げをやめるよ

う求めて、介護保険事業特別会計では、介護従事者の

確保策を求めて反対しました。

「公平公正」というが……いつまで続けるのか 同和事業関連予算に約３億７０００万円

「子どもは伊賀の宝」というが…子育て世代の声 「子どものためにもっとお金を使って！」聞こえていますか

｢老朽化している学校のトイレを洋式にしてほしい亅

「身近な所に公園を作って｣｢学童保育が定員オーバーで

入れない。なんとかして」「通学路の安全対策をしてほ

しい亅という子育て世代の声を反映した予算が少な過ぎ

ます。

自治体のごみは自治体内で処理をすることが原則で

す。しかし、伊賀市の民間業者には、全国から自治体の

一般廃葉物が持ち込まれています。条例上は自らの区域

で処理できない相当の理由がある場合のみ受け入れ期間

を限定して持ち込みを承認しますが、ｌｔ当たり1００

０円の環境保全負担金を払えば、伊賀市で処理ができる

ため、実際には２０年近く持ち込みが続く自治体もあり

ます。年間１億５０００万円の負担金収入と引き換えに

全国のごみが持ち込まれている状況を継続させているこ

とは問題です。

「自然環境を守る」というが…全国１２５自治体の一般廃棄物ごみが 年間18万５０００トンも伊賀市に

新型コロナウイルスに関する相談は

○感染したのでは？と思ったら

帰国者・接触者相談センターの連絡先

施設名:三重県伊賀保健所０５９５－２４－８０７０

(９時～２１時)

三重県救急医療情報センター

０５９－２２９－１１９９

（２１時～９時)
○１０万円の特別定額給付金について

伊賀市役所総務部給付金室(本庁２階)

２２－９６７４ FAX２２－９６７２

伊賀市社会福祉協議会 就労支援課（旧消防本部)

２２－００８４
○新型コロナで離職、減収等により住居を喪失またはお

それのある方へ住居確保給付金

伊賀市役所健康福祉部生活支援課（本庁２階）

２２－９６５０

伊賀市社会福祉協議会

くらしサポートセンターおあいこ（旧消防本部）

２２－００８４

釜井敏行

副委員長

２００２年、国は同和対策特別措置法を終了させ、地

方自治体に同和対策事業を一般施策に移行するように求

めました。しかし、伊賀市は同和事業を継続し、特定の

地域や市民を対象に同和奨学金、保育料の減額、水銀灯

維持費助成等を実施。隣保館、教育集会所、児童館の運

営費、職員人件費等を含め、関連予算は約３億７０００

万円です。同和事業を終わらせ、一般施策ですべての市

民の福祉向上を図ることが公平公正な行政のありかたで

三
月
議
会
報
告

伊賀市の一般会計予算 ４２５億９１３３万円 市民１人当り約４７万円

新型コロナに関するご相談は日本共産党伊賀市委員会へ

百上真奈 携帯電話０９０－２１３８－１５９０

○休業された方への緊急小口資金（１０万円以内特例は

２０万円以内の貸付

○失業された方への総合支援資金（２０万円以内の生活

費用の貸付）


